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藤野 裕弘＊・日比 慶久＊・藤吉 正明＊ 
岩本 泰＊・室田 憲一＊・北野 忠＊

はじめに

人類社会の持続的存続には，環境問題を広い視野から考え，問題の解決に向けて行動できる
人材の育成が必要である。その様な人材育成には，人文・社会・自然科学の垣根を越えた学際
的で実践的な教育プログラムの構築が極めて重要となる。その中でも実践的な環境教育への期
待は大きく，2000年には国連における日本主導の「持続可能な開発のための教育の10年」がス
タートし1），日本では環境教育の推進を目的とした「環境保全活動・環境教育推進法」が2003
年に成立した2）。
東海大学では，環境分野における文理融合型の人材育成および研究の向上を図り，その成果

を，地域・社会に還元することを目的の一つとした環境憲章を1997年に発表している3）。また，
教養学部では，広い視野を持った人材を育成するため，学部共通科目を段階的に履修させ，実
践系科目に結び付ける学部共通領域を構築している。さらに，教養学部人間環境学科では，自
然科学系と人文・社会科学系カリキュラムを融合させた人間環境領域（総合環境科学系）を設
けている4），5）。人間環境領域では，人間環境に関わる様々な問題を，人文・社会・自然科学の
枠にとらわれない広い視野から考え，問題解決に向けて行動できる人材の育成を目的に，実践
的な環境教育プログラムが用意されている4），5）。この特徴的な環境教育プログラムは，2011年
度の日本学術会議環境学委員会環境思想・環境教育委員会21期提言の中で引用されるに至って
いる6）。こうした背景のもと，我々は，様々な体験型環境教育プログラムを実施してきた7）～43）。
今年度は，2018年 2 月に北海道夕張郡栗山町において，地域 NPOに加え，町役場及び教育

委員会とも連携した実践的環境教育プログラムを実施したので，その詳細を報告する。

実施内容

本実習では，栗山町の自然と文化・産業等を含めた，より良い環境教育につながる実施案を
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提案するため，現地での 4泊 5日の演習体験を実施した。実施スケジュールは，以下の通りで
ある。

〈スケジュール及び内容〉
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提案するため，現地での４泊５日の演習体験を実施した。実施スケジュールは，以下の通りで

ある。 
 
〈スケジュール及び内容〉 
２月 13 日（火）  
時間・行動内容 備考 
 
７：３０ 羽田集合 

１０：１０ 新千歳出発 
１１：００ 工場見学 
１２：３０ 昼食 
１３：３０ 出発 
１５：００ 環境ハウス着 
１５：３０ 開会式 挨拶 
 
１６：３０ 講演①② 
１８：３０ 夕食 
２１：００ 入浴 
 

 
８：１５発→９：４５新千歳着（ADO 15 便） 
大型バスにて移動 
北海道コカ・コーラ社札幌工場見学 水の利用を学ぶ 
社員食堂利用 
栗山町へ移動 
部屋割と荷物整理など 
東海大学藤野，コカ・コーラ，栗山町教育委員会，NPO 法人雨煙別，栗山

町ハサンベツ里山計画実行委員会 
栗山町の町づくりと歴史・自然･文化（役場職員と高橋氏） 
関係者との懇談会 
入浴・自由時間 

 
２月 14 日（水） 
 
７：３０  朝食 
８：３０  出発 
９：００ 雪国体験① 

 
１３：００  昼食 
１４：１５  見学 
１５：３０  講演 
１６：３０  出発 
      雪国体験② 
１８：００  夕食 
１９：３０ 雪国体験③ 
２０：３０ GW 
２１：３０ 入浴 
 

 
学生配膳支援・朝食後着替え 
ハサンベツ里山へ大型バスにて移動 
里山体験：ハサンベツ里山を中心とする生き物・自然観察 
スノーシュウ等＜準備：NPO 法人雨煙別＞ 
ハサンベツ里山からふれあいプラザ周辺に移動 
開拓記念館見学 出南氏 
小林酒造 小林氏 
雨煙別小学校へ大型バスにて移動 
雪合戦用の雪壁作り 
学生配膳支援 
アイスキャンドル作り：しずく型アイスキャンドル 
調査に向けた準備 

 
2 月 15 日（木） 
 
７：３０  朝食 
８：３０  講演 

       移動 
１０：００  調査 
 
１２：００  昼食 
１３：３０  調査 
 
１６：００  見学 
１８：００  夕食 
１９：３０  GW 
２１：００  入浴 

 
学生配膳支援 
栗山の林業 NPO 法人雨煙別理事 松原氏 
 
栗山町内企業調査① 
３つのグループでそれぞれ活動 
 
栗山町内企業調査②③ 
３つのグループでそれぞれ活動 
匠の森（地産地消の試み） 
学生配膳支援 
取材結果のまとめ 
入浴・自由時間 
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結果およびまとめ

今回の体験プログラムでは，栗山町の自然や文化・産業を把握（事前調査と現地見学・体
験）した上で，栗山町の様々な良さを活かしたより良い環境教育プログラムの提案を行う授業
内容であった。そのため，プログラム前半では自然体験や施設見学を，後半ではグループワー
クや発表準備などの作業を中心に体験や講義等が実施された。
まず，羽田空港から北海道の新千歳空港に到着後（図 1），栗山町のスタッフと合流し，コ

カ・コーラ環境ハウスの支援企業であるコカ・コーラ札幌工場の見学を実施した（図 2）。工
場内では，飲料の製造工程と現地での水源再生や水利用についてわかりやすい説明を受けた。
その後移動し，環境ハウスに到着した。到着後，開校式として環境ハウス及び地元 NPOグル
ープの方々から環境教育活動についての説明を受け（図 3），その日の夕食で地元の方々との
交流会が行われた（図 4）。その後，栗山町にあるハサンベツ里山緑地において，雪ならでは
の体験を行うために，雪の中に保存されていた野菜の掘り出し体験（図 5）やスノーシュー
（西洋かんじき）を履いて里山内の散策及び生物観察会が行われた。ハサンベツ里山は，谷戸
地形になっており，尾根から下がる谷部に湧水が生じて小川が流れている。その小川に，越冬
中のエゾアカガエルやサンショウウオの仲間などが生息しているとのことであった（図 6）。
実際，水源近くの水辺で，生き物を探してみると，日本では北海道及び秋田県にしか分布して
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2 月 16 日（金） 
 

７：３０  朝食 
８：３０  準備 

 ９：００ 雪国体験④ 
１２：００  昼食 
１３：００ 雪国体験⑤ 
 
１５：００  GW 
１８：００  夕食 
１９：３０  GW 
２１：００  入浴 

 
学生配膳支援 
 
かまくら作りとアイスキャンドル仕上げ 
学生配膳支援 
雪合戦：国際雪合戦ルールのもと，本格的な雪合戦 
学生４チーム総当たり戦 
グループ毎の課題・まとめグループワーク，発表準備 
学生配膳支援 
グループ毎の課題・まとめグループワーク，発表準備 
 
 

 
2 月 17 日 （土） 
 

７：３０  朝食 
 ９：００  GW 
１２：００  昼食 
 
１３：００  最終提案 
 
 
１５：００  片づけ・清掃 
１６：００  ハウス出発 
１７：００  解散 
 

 
学生配膳支援   ハウスを出るための荷づくり 
グループ毎まとめグループワーク，プレゼンテーション準備 
学生配膳支援 
 
グループ発表＝１グループ 30 分  意見交換会   
 
 
大型バスにて移動→新千歳で現地解散  
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絶滅危惧種であるニホンザリガニを発見できた（図７）。それから，里山を満喫するために里 
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図 1　北海道新千歳空港

図 3　コカ・コーラ環境ハウス

図 5　保存されていた野菜の掘り出し

図 7　ニホンザリガニとエゾアカガエル

図 2　北海道コカ・コーラ工場見学

図 4　地元の方々との交流会

図 6　水辺の生き物観察

図 8　雑木林でのスノーシュー体験
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図 9　栗山町の里山景観

図11　小林酒造酒蔵見学

図13　地元企業の聞き取り 2

図15　ジャガイモ種芋の選別工場見学

図10　歴史民俗資料館の見学

図12　地元企業の聞き取り 1

図14　地元企業の聞き取り 3

図16　匠の森 家具工房見学
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図17　かまくら作り 図18　しずく型キャンドル作り

図19　スポーツ雪合戦の準備 図20　スポーツ雪合戦の実践

図21　かまくらの中での交流 図22　キャンドル点灯

図23　発表に向けた話し合い 図24　地元の方々に対する発表
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いない絶滅危惧種であるニホンザリガニを発見できた（図 7）。それから，里山を満喫するた
めに里山雑木林トレッキングを行った（図 8）。丘陵地から見下ろした栗山町の里山は，雑木
林に加えてジャガイモ生産等の農地や平野の水田及び集落が広がっていた（図 9）。施設見学
として歴史民俗資料館：開拓記念館の見学（図10）や小林酒造の酒蔵見学（図11）をさせてい
ただいた。活動の合間において，見学した内容の確認や新たな環境プログラムに向けた素材探
しを行うために，グループごとに意見交換や議論を重ねた。
また，昨年度からの試みとして，栗山町にある地元企業の訪問もさせていただき，地元企業

の現状や取り組みについて細かく話を聞かせていただいた（図12～図14）。企業訪問の途中で
は，栗山町の農業生産物の一つとして，ジャガイモの種芋選別工場の見学もさせていただいた
（図15）。栗山町で生産された種芋は，全国へ出荷されているとのことであった。その他の見学
としては，地産地消の活動として，北海道産材を活用して家具類を作るデザイナーの方々の展
示木工体験施設である「匠の森」の木工材料や作品などを見学させていただいた（図16）。
その他，栗山町で雪を利用した活動として取り組んでいるかまくら作りやアイスキャンドル

作り，またスポーツ雪合戦の体験とその実践を行った（図17～図20）。また，夜には完成させ
たアイスキャンドルに火を灯し，かまくら内での交流を楽しんだ（図21～図22）。
5 日間のプログラムでは，毎日グループワークが取り入れられており（図23），班別または

全員で意見交換や議論などを重ねることで，学生同士の交流や新たな気づき・発見へとつなが
ったようである。最終的には，グループ内で議論を重ねた結果取りまとめ，地域の方々やお世
話になった方々をコカ・コーラ環境ハウスにお招きして，意見交換や学生たちの企画した環境
教育の提案をさせていただいた（図24）。今回の参加学生は，16名（自然環境課程の 2年）で
あったため， 3つのグループに分け，地域活性化や次の新たな環境教育プログラム作成につな
がる企画の提案を行った。
今年度の実施内容を次年度にさらに活かしていくために，実施内容の中で印象に残った活動

等を参加学生にアンケートした。活動内容は，コカ・コーラ工場見学，栗山町の自然と文化・
歴史に関する講義，関係者との交流会，里山生物観察，スノーシュー体験，小林酒造見学，ア
イスキャンドル作り，アイヌ文化に関する講義，開拓記念館見学，匠の森見学，企業訪問・聞
き取り調査，かまくら作り，雪合戦及びその準備，グループワーク，グループ発表会の15項目
とした。アンケートでは，一人につき特に印象に残った 3項目の選択とした。
その結果，今回のプログラムにおいて，参加学生の多くが印象に残った活動は，昨年同様に

雪合戦やスノーシュー体験，小林酒造見学ということであった（図25）。国際ルールに則った
本格的な雪合戦や里山の動植物の観察を含めて普段の生活では体験できない雪に思いっきり触
れることができたということが大きかったように思われた。また，新たな試みとして，かまく
ら作りやアイスキャンドル作りも人気があった。印象に残った理由を見てみると，雪合戦はチ
ーム一丸となって学生同士や栗山町の方々と熱く交流できたところに，大きな魅力があったよ
うである（表 1）。学生の意見として，雪合戦を通してチームの結束力や団結が生まれたと示
している意見が多かった。かまくらやアイスキャンドル作りは，雪合戦含めて雪国ならではの
体験であり，雪の多い地域で暮らしたことのない学生たちにとってはとても新鮮な体験となっ
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た。また，一部の生物好きな学生にとっては，雪の積もる中での北海道の希少な野生生物の観
察は，心に残ったようである（表 1）。これらの意見をもとに，環境 NPOとの連携を深め，
来年度さらなる教育効果向上に向けた実践を行う予定である。
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心に残ったようである（表１）。これらの意見をもとに，環境 NPO との連携を深め，来年度

さらなる教育効果向上に向けた実践を行う予定である。 
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図25 履修者にとって印象に残った体験

表1 演習を通して印象に残った内容とその理由

活動内容 印象に残った理由

雪合戦

・演習を通して一番チームの団結を感じられた
・スポーツとして真剣に戦ったのが良かった
・地元の方と熱く交流ができた
・一番活発的な取り組みであった

かまくら作り
・かまくら内の雰囲気がよかった
・大きなかまくらを比較的簡単に作れて驚いた
・雪国らしい体験ができた

スノーシュー体験
・初めての体験で面白かった
・みんなで声をかけ合い協力しながら山を登れた
・普段雪山に登ることがないので貴重な体験だった

小林酒造見学
・日本酒の造り方や試飲ができてとても印象に残った
・北海道でしか飲めない日本酒が飲めたため
・地元の文化が学べた

アイスキャンドル作り
・自分の作品が作れて楽しかった
・火をつけたときはとても綺麗で素敵だった
・思っていたよりも可愛く作れた

里山生物観察
・生物が好きなのでゆっくり観察できたのは嬉しかった
・ニホンザリガニやカエルが見れて良かった

グループワーク及び発表 ・みんなで話し合い、情報を共有できた

コカ・コーラ工場見学 ・ペットボトルについて詳しく学べた
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心に残ったようである（表１）。これらの意見をもとに，環境 NPO との連携を深め，来年度

さらなる教育効果向上に向けた実践を行う予定である。 
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表1 演習を通して印象に残った内容とその理由

活動内容 印象に残った理由

雪合戦

・演習を通して一番チームの団結を感じられた
・スポーツとして真剣に戦ったのが良かった
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・かまくら内の雰囲気がよかった
・大きなかまくらを比較的簡単に作れて驚いた
・雪国らしい体験ができた

スノーシュー体験
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・みんなで声をかけ合い協力しながら山を登れた
・普段雪山に登ることがないので貴重な体験だった

小林酒造見学
・日本酒の造り方や試飲ができてとても印象に残った
・北海道でしか飲めない日本酒が飲めたため
・地元の文化が学べた

アイスキャンドル作り
・自分の作品が作れて楽しかった
・火をつけたときはとても綺麗で素敵だった
・思っていたよりも可愛く作れた

里山生物観察
・生物が好きなのでゆっくり観察できたのは嬉しかった
・ニホンザリガニやカエルが見れて良かった

グループワーク及び発表 ・みんなで話し合い、情報を共有できた

コカ・コーラ工場見学 ・ペットボトルについて詳しく学べた

表 1　演習を通して印象に残った内容とその理由
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